
 

令和４年度 事業計画 

１ 基本方針 

 田原市シルバー人材センターは、昭和５９年１０月に社団法人シルバー人材センター田原

町高齢者能力活用協会として設立し、平成２４年４月には公益社団法人へ移行し、シルバー

事業の基本理念である「自主・自立、共働・共助」の下、高齢者の生きがいと健康づくりと

ともに、活力ある地域社会づくりに貢献できるよう努めております。 

 令和４年度は新型コロナウイルスの収束の見えない中、多様化するシルバー人材センター

事業と就業ニーズのマッチングに注力し、地域社会が求める就業機会の確保、拡大等、期待

に応えられるセンター運営を行っていきます。また、需要の多様化に対応した「会員拡大」

に努力し、高齢者に就業機会の提供、生きがいづくりと地域社会活動への参加を促し、技能

講習会等の開催によりセンターとしての魅力を一層高めます。 

 これからも長年培ってきた知識・経験・能力を生かし活躍いただいております会員の皆様

のご協力を得て、積極的な事業展開に努め、高齢者にとって魅力ある、また地域にとっても

存在感のあるセンターを目指していきます。 

 

２ 事業実施計画 

 ⑴ 就業機会の確保と拡大 

   会員のニーズに応じた受注の拡大や発注者のニーズに対応することにより、更なる就業

機会の確保、提供を行う。 

  ア 会員の希望職種や就業履歴を勘案して、公平・公正な就業機会の提供と仕事の分かち

合いの推進を図る。 

  イ 関係行政機関、事業所及び一般家庭等に対する就業機会の拡大に努める。 

 ⑵ 会員数の拡大 

   健康で働く意欲のある高齢者に対する会員の入会について、関係機関と連携しながら促

進する。 

  ア 毎月開催する入会説明会において、就業相談を行い入会の促進を図る。 

  イ ホームページ、市広報紙及び公共機関等を活用し、入会促進に向けた啓発活動を行う。 

  ウ 各種催事に参加し、入会へのＰＲ活動を実施する。 

 ⑶ 労働者派遣事業の推進 

   地域の多様なニーズに応えるとともに、会員の専門的な知識と経験を生かすため、労働

者派遣事業を推進する。 

 ⑷ 職業紹介事業の実施 

   臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業を希望する高

齢者に対して、就業機会を提供する有料職業紹介事業を実施する。 

⑸ 普及啓発活動の推進 

   シルバー人材センターの理念、活動を地域住民並びに関係者に広く周知し、シルバー事

業への理解とイメージアップを図る。 

  ア ホームページの随時更新と充実を図る。 

  イ 会員の口コミの活用、市広報紙等への掲載を依頼する。 



 

  ウ 会報誌「シルバーたはら」の内容の充実を図る。 

 

 

 ⑹ 講習会の実施 

   生きがいや社会参加及び就業を希望する高齢者を対象に、新たな知識、技術及び技能等

を習得するための講習会を開催する。 

ア 剪定講習会を開催する。 

イ 県シ連と共催し高齢者活躍人材確保育成事業の実施を検討する。 

 ⑺ 安全・適正就業の推進 

   「健康と安全・適正就業」を基本に、会員の健康維持と安全の確保を図りながら、「シ

ルバー人材センターの適正就業ガイドライン」を遵守して、安全・適正就業の周知徹底

を図る。 

  ア 安全・適正就業を推進するため、安全・適正就業委員会を開催する。 

  イ 事故状況の分析及び就業現場の安全パトロールを実施する。 

  ウ 「適正就業ガイドライン」の周知徹底を図る。 

  エ 健康状況の確認と健康診断受診を奨励する。 

  オ 安全講習会、交通安全講習会を開催する。 

 ⑻ 調査・研究活動の実施 

 関係機関と連携し、地域ニーズ・課題等の情報収集を行うとともに、事業拡大に向けた

調査・研究を行う。 

  ア 関係機関との連携及び情報収集を行う。 

  イ 他センターとの情報交換及び先進事例の調査研究を行う。 

 ⑼ 相談・情報提供の推進 

 高齢者の就業ニーズに係る相談を行うとともに、就業等の情報提供を行い、社会参加の

推進を図る。 

  ア 未就業会員及び新規入会会員への就業相談を実施する。 

  イ 関係機関と連携し、就業に関する相談を実施する。 

 ⑽ 社会参加活動の推進 

 会員のボランティア活動等により、社会参加活動の推進を図る。 

  ア 剪定・清掃等ボランティア活動を実施する。 

  イ 地域のニーズに対応したボランティア活動の推進を行う。 

 ⑾ 東三河市町村シルバー人材センターとの連携強化 

   各センターとの連携強化を図り、相互発展を目指す。 

 ⑿ 組織運営の充実と財政基盤の強化 

  ア 会員、役員、事務局が一体となった活力ある事業運営を図る。 

  イ 女性委員会を中心に女性の活躍の場を広げ、女性会員の入会促進や就業開拓を図る。 

  ウ 受注業務を円滑・効率的に推進するため、会員主体の自主的運営体制の確立を図る。 

  エ 会員相互の交流を深めるための機会を増やすことを検討する。 


